
（ 2 ）2 0 2 6  年 （ 令 和  8  年 ）1 1  月  1 3  日 　 金 曜 日

■ 道 路 な ど の イ ン フ ラ 整 備 に つい て　
イ ン フ ラ 整 備 は 市 民 の 安 全 ・

安 心 な 暮 ら し を 支 え 、 地 域 経 済や 街 の 発 展 を 支 え る 重 要 な 基 盤で あ る 。 道 路 や 橋 梁 、 上 下 水 道な ど の 老 朽 化 が 進 む 中 、 適 切 な維 持 管 理 と 計 画 的 な 更 新 を 着 実に 進 め る 。 ま た 、 近 年 頻 発 す るゲ リ ラ 豪 雨 な ど の 自 然 災 害 に 対応 す る た め 、 防 災 ・ 減 災 の 視 点を 取 り 入 れ た 強 靭 な イ ン フ ラ 整備 に も 注 力 す る 。　
地 域 経 済 や 観 光 を 支 え る 上 曽

ト ン ネ ル も 開 通 し 、 更 な る 道 路環 境 の 充 実 が 求 め ら れ て い る 。地 域 の 実 情 を 踏 ま え 、 誰 も が 安心 し て 移 動 で き る 交 通 ネ ッ トワ ー ク の 構 築 を 目 指 す 。■ 工 事 等 の 発 注 に つ い て　
地 元 建 設 業 者 は 地 域 社 会 の 守

り 手 で あ り 地 域 経 済 の 担 い 手 であ る 。 そ の 成 長 が 地 域 の 発 展 につ な が る 一 方 で 、 資 材 価 格 ・ 燃料 価 格 の 高 騰 や 担 い 手 の 高 齢 化な ど 取 り 巻 く 環 境 は 厳 し さ を 増し て い る 。 持 続 的 に 担 い 手 を 確保 す る た め に は 継 続 的 な 事 業 量が 必 要 と な る 。　
今 後 も 財 源 確 保 に 努 め る と と

も に 、 適 切 な 工 期 の 確 保 と 施工 時 期 の 平 準 化 に 取 り 組 ん で いく 。■ 地 元 建 設 業 へ の メ ッ セ ー ジ　
地 元 建 設 業 の 皆 さ ま は 、 公 共

施 設 や イ ン フ ラ の 維 持 管 理 、 都市 基 盤 の 整 備 な ど 、 安 全 安 心 なま ち づ く り を 共 に 進 め る 重 要 な地 域 の パ ー ト ナ ー で あ る 。 建 設業 界 が よ り 活 力 に 満 ち 、 魅 力 的に な る こ と が 地 域 の 持 続 可 能 性に も 直 結 す る 。　
自 然 災 害 が 増 加 す る 中 、 地 域

の 守 り 手 育 成 事 業 や 災 害 協 定 に基 づ く 迅 速 な 対 応 は 非 常 に 頼 もし い 存 在 で あ る 。 こ れ ま で の 石岡 市 へ の 貢 献 に 感 謝 す る と と もに 、 よ り 良 い 石 岡 市 を 創 る ため 、 共 に 行 動 し て い き た い 。

学 校 の 統 合 を 進 め てい る 。 ２ ０ ２ ４ 年 度に 北 小 学 校 と 統 合 した 府 中 小 学 校 は 、 築年 数

5 0年 を 超 え る 校

舎 が あ る な ど 老 朽 化が 進 ん で い る た め 、新 た な 校 舎 建 設 を 進め る 。 既 存 の 学 校 施設 の 利 用 制 限 を 最 小限 に す る た め 、 仮 設校 舎 を 必 要 と し な い工 事 計 画 で 進 め る 予定 だ 。　
ま た 、 将 来 の 児 童

数 推 移 な ど を 踏 まえ 、 八 郷 地 区 の ８ 校を 八 郷 中 学 校 と の 施 設 隣 接 型 小中 一 貫 校 と し て 統 合 す る 。 教 育課 程 や 環 境 の 連 続 性 を 持 た せ なが ら 教 育 環 境 や 学 校 施 設 を 充 実さ せ 、 児 童 が 明 日 も 通 い た く なる よ う な 学 校 を 目 指 す 。■ 統 合 保 健 セ ン タ ー の 建 設 に つい て　
石 岡 地 区 ・ 八 郷 地 区 そ れ ぞ れ

の 保 健 セ ン タ ー は 老 朽 化 対 策が 必 要 で あ り 、 特 に 石 岡 保 健 セン タ ー は バ リ ア フ リ ー 非 対 応 とな っ て い る 。 両 セ ン タ ー を 統合 ・ 新 設 す る こ と で 、 利 用 し やす い 施 設 と し て 整 備 を 進 め る 。　
新 施 設 は 大 砂 地 区 の 「 ふ れ あ

い の 里 石 岡 」 に 隣 接 す る 場 所 に建 設 予 定 で あ り 、 現 在 は 敷 地 造成 お よ び 建 築 設 計 業 務 を 実 施 して い る 。 構 造 は 鉄 骨 造 平 屋 建て 、 建 築 面 積 は 約 ２ ４ ０ ０ ㎡ 。保 健 セ ン タ ー 機 能 に 加 え 、 子 育て 相 談 や 発 達 支 援 指 導 を 行 う「 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 機 能 」 も備 え 、 健 康 と 子 育 て の 両 面 で サポ ー ト 体 制 を 強 化 す る 。

特 集 ／ 戸 井 田 和 之 石 岡 市 長 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

今 を 見 て 、 未 来 を 創 る
～ 建 設 業 の 活 性 化 が 地 域 発 展 に 必 要 ～

ん で も ら う た め に も 不 可 欠 な 社会 基 盤 で あ る 。　
市 で は 関 係 機 関 や 医 療 法 人 と

の 協 議 を 重 ね な が ら 、 産 科 医 療施 設 の 誘 致 に 全 力 で 取 り 組 ん でい る 。 医 師 不 足 な ど 産 科 医 療 を取 り 巻 く 環 境 は 全 国 的 に も 厳 しい が 、 粘 り 強 く 取 り 組 み 、 一 歩一 歩 前 へ 進 め て い く 。 子 育 て 世代 か ら も 「 石 岡 市 で 暮 ら し て 良か っ た 」 と 思 え る 街 づ く り を 目指 す 。■ 府 中 小 学 校 建 て 替 え 、 八 郷 地区 統 合 小 学 校 の 建 設 に つ い て　
本 市 で は 「 石 岡 市 立 小 中 学 校

統 合 再 編 計 画 」 を 策 定 し 、 小 中

の 財 政 負 担 な ど を 改 め て 精 査 する 。 市 民 ニ ー ズ に 加 え 、 建 設費 、 維 持 管 理 費 、 利 用 見 込 み 、財 政 状 況 、 既 存 施 設 と の 重 複 、将 来 の 人 口 動 態 な ど を 総 合 的 に検 討 し 、 市 と し て 最 適 な 方 向 性を 判 断 す る 。　
こ れ ま で の 計 画 を 一 度 立 ち 止

ま っ て 検 証 し 、 財 政 面 を 含 め てゼ ロ ベ ー ス で 考 え 直 す 。 将 来 にわ た っ て 持 続 可 能 な 施 設 と は 何な の か 、 財 政 的 な 持 続 可 能 性 をし っ か り と 見 極 め た 上 で 、 石 岡市 に と っ て 本 当 に 必 要 な 施 設 のあ り 方 を 判 断 し て い く 。■ 産 科 施 設 の 誘 致 に つ い て　
現 在 、 石 岡 市 に は 市 内 で 安 心

し て 出 産 で き る 産 科 医 療 施 設が な く 、 多 く の 妊 婦 が 市 外 へ の通 院 ・ 出 産 を 余 儀 な く さ れ て いる 。 少 子 化 が 進 む 中 、 安 心 し て子 ど も を 産 み 育 て ら れ る 環 境 を整 え る こ と は 、 市 の 将 来 に と って 非 常 に 重 要 な 課 題 で あ る 。　
産 科 医 療 施 設 は 単 に 出 産 を 担

う だ け で な く 、 妊 娠 期 か ら 出産 、 産 後 ま で 切 れ 目 の な い 支 援を 提 供 す る 子 育 て 支 援 の 中 核 とな る 存 在 だ 。 若 い 世 代 が 安 心 して 石 岡 市 で 暮 ら し 、 子 育 て を 選

■ 就 任 の 抱 負　
６ 月

2 1日 に 執 行 さ れ た 石 岡 市

長 選 挙 に お い て 、 多 く の 市 民 や各 方 面 か ら 支 援 と 信 任 を 得 て 市政 運 営 を 担 う こ と と な っ た 。 市民 か ら 託 さ れ た 期 待 と 責 任 を 胸に 、 全 身 全 霊 で 市 政 運 営 に 取 り組 む 。　
石 岡 市 は 歴 史 ・ 文 化 ・ 祭 り ・

自 然 ・ 商 工 業 ・ 農 業 が 一 体 とな っ た 魅 力 あ る 街 だ が 、 最 大 の課 題 で あ る 人 口 減 少 や 少 子 高 齢化 、 地 域 経 済 の 活 性 化 、 子 育て ・ 教 育 へ の 支 援 、 地 域 医 療 の充 実 、 さ ら に 厳 し い 財 政 状 況 など 、 取 り 組 む べ き 課 題 は 数 多 く存 在 す る 。　
本 市 が 抱 え る 様 々 な 課 題 に

真 正 面 か ら 向 き 合 い 、  「 市 民 が安 心 し て 暮 ら せ る 石 岡 市 」  「 子ど も た ち が 希 望 を 持 て る 石 岡市 」  「 未 来 に 誇 れ る 石 岡 市 」 を築 く た め 、  「 今 を 見 て 、 未 来 を創 る ！ 」 の 決 意 で 市 政 運 営 に 取り 組 む 。■ 市 民 ホ ー ル の 建 設 に つ い て　
複 合 文 化 施 設 の 整 備 に あ た っ

て は 、 こ れ ま で の 計 画 や 検 討 経過 、 事 業 費 、 維 持 管 理 費 、 将 来

　
こ と し ６ 月 、 石 岡 市 長 選 挙 に お い て 、 多 く の 市 民 や 各

方 面 か ら の 支 援 を 得 て 初 当 選 を 果 た し た 戸 井 田 和 之 市 長 。「 今 を 見 て 、 未 来 を 創 る ！ 」 を 掲 げ 、 人 口 減 少 や 少 子 高 齢化 、 地 域 経 済 の 活 性 化 と い っ た 課 題 に 正 面 か ら 向 き 合 う 姿勢 を 示 す 。 市 民 ホ ー ル 建 設 計 画 の 見 直 し や 府 中 小 学 校 ・ 八郷 地 区 統 合 小 学 校 の 建 設 、 統 合 保 健 セ ン タ ー の 建 設 、 イ ンフ ラ 整 備 な ど 多 く の 課 題 に 全 身 全 霊 で 取 り 組 む 考 え だ 。 市民 の 期 待 を 一 身 に 背 負 う 戸 井 田 市 長 に 、 市 政 運 営 の 基 本 方針 や 、 地 元 建 設 業 界 へ の 期 待 に つ い て 話 を 聞 い た 。市 民 ホ ー ル は 再 検 討

戸 井 田 和 之 （ と い た ・ か ず ゆ き ） 　 1 9 6 4  年  1 0  月 生 ま れ 。

石 岡 市 出 身 。 市 議 会 議 員 、 県 議 会 議 員 を 経 て 本 年 度 か ら 現 職 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆

地 域 社 会 の 守 り 手 と し て 市 勢 発 展 に 貢 献 し ま す

㈱ ア レ ス コ

㈲ イ イ ム ラ

市 村 土 建 ㈱

㈱ 大 場 工 務 店

㈱ 岡 崎 土 建

㈱ 木 村 工 務 店

㈱ キ ン ダ イ

九 島 産 業 ㈱

㈱ 兼 祐

㈱ 孝 建

興 民 建 設 ㈱

小 桜 建 設 ㈱

㈱ 紺 野 工 務 店

堺 建 設 ㈱

㈱ 三 企 工 業

篠 﨑 建 設 ㈱

㈲ シ ン ケ ン

㈱ 進 貢

㈱ 鈴 木 工 務 店

㈲ 竹 林 組

千 代 田 建 設 ㈱

㈲ 塚 田 埋 設 工 事

東 亜 興 業 ㈱

中 沢 機 工 ㈱

白 田 組 土 木 ㈱

白 田 建 設 ㈲

㈱ 長 谷 川 工 務 店

㈱ 日 高 建 材

㈱ 広 伝

福 井 建 設 ㈱

双 葉 建 装 ㈱

平 成 建 設 ㈱

㈱ 松 永 工 務 店

㈲ 路 川 工 務 店

㈱ 菱 伸 工 営

茨 城 県 建 設 業 協 会 土 浦 支 部 石 岡 分 会
分 会 長  松 永 　 英 信 （ ㈱ 松 永 工 務 店 ）

副 分 会 長  岡 㟢 　 二 朗 （ ㈱ 岡 崎 土 建 ） 　 　 　 　 副 分 会 長  大 和 田 久 進 （ 東 亜 興 業 ㈱ ）

理 事  長 谷 川 敏 久 （ ㈱ 長 谷 川 工 務 店 ）

監 事  篠 﨑 　 正 和 （ 篠 﨑 建 設 ㈱ ）

理 事  白 田 　 二 朗 （ 白 田 組 土 木 ㈱ ）

監 事  櫻 本 　 兼 三 （ ㈱ 兼 祐 ）

理 事  路 川 　 雅 博 （ ㈲ 路 川 工 務 店 ）

顧 問  飯 村 　 一 夫 （ ㈲ イ イ ム ラ ）

▲ 初 登 庁 で 支 援 者 と 記 念 撮 影

▲ 地 元 建 設 業 者 と 活 発 に 意 見 を 交 換


